
死体・ケガのある野生動物を見つけた場合の通報方法

奄美の希少種の救護・死体発見通報フォーム

この資料は一般の方が通報フォームを入力する際の手順をまとめたものです。
下記のURLまたはQRコードを読み込み、画面の案内に沿って入力してください。

https://survey123.arcgis.com/share/61de5bb740cd4b4fb4190e70efa85a1e?portalUrl=https://pl-moej.gisservice.jp/arcgis


ケガや死んでいる動物を発見した時のお願い

①生きていてケガをしている場合はまず下記の電話番号
にご連絡ください。

0997-55-8620

②あきらかに死んでいた場合は次の手順に沿ってフォー
ムに情報をご入力ください。

※いずれの場合も可能な範囲で、動物の状態や発見場所が分かる写
真の撮影にご協力ください。
※感染症やダニなどの寄生虫を持っている可能性があるため野生動
物には触らないでください。



該当する内容を選択してください

種名の選択

分かる範囲で、種名を選択して
ください。
種名が分からない場合は、見た
目の特徴を分かる範囲で入力し
てください。
（例：大きさ、体の色など）



①項目をクリックして発見した日時を選択してください
②現場にいるかどうかを選択してください

日時の選択



①地図をタップ
②位置情報を使用で許可を選択してください
③画面右上の“OK”を選択してください

場所の選択（発見場所にいる場合）

１ 2 3



場所の選択（事後報告の場合①）

①発見場所に中央のカーソル（＋マーク）を合わせて、青い丸のピンボタ
ンを押してください
②地図上で発見場所にピンが落ちたら画面右上の“OK”を選択してください



場所の選択（事後報告の場合②）

①緯度・経度が分かる場合は、下のわくにそれぞれ十進法（28.●●●●°、
129.●●●●°）で入力してください。
②画面右上の“OK”を選択してください



補足情報として、どこに死体があったかを入力してください

例：県道○○号線、国道から○○集落に曲がる道の交差点、○○集落から
名瀬に進んで右側、近くに○○という施設がある。旧道を○○集落側から
入って約〇km進んだ地点など



写真の選択

点線の枠内をタップし、個体の写真と死体があった場所の写真を
ライブラリから選択、またはドラック＆ドロップで入力してください
隣のカメラマークをタップすることで、カメラを起動して
その場で撮影することも可能です

写真の有無を選択



補足情報として、死体の状態や、発見後どのようにしたのかを入力してください

例：カラスがつついていた。ハエがたかっていた。鼻から出血していた。新鮮そうに
見える。体温があった。口に草をくわえていた。内臓が出ていた。
死体を道路脇に寄せた。袋に入れてガードレールに括り付けた。保護センターにもっ
てきた。職員に連絡した。など



ご連絡先の入力

内容の確認や追加でお伺いする場合があるため、差し支えなければお名前と
ご連絡先の入力をお願いしています。
必要事項をご記入の上、送信ボタンを押すと通報は完了します。



通報完了

この表示が出れば操作は終了です。

この度はご協力いただき誠にありがとうございます。

帰路にはお気をつけてください。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12

